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6	 長島要一『日本デンマーク交流史 1600–1873』東海大学出版会、2007 年参照。
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本幽囚記』岩波文庫、1943 〜 46 年参照。
11	 長島要一「『文化の翻訳』と先駆者森鷗外」『鷗外』第 88 号（2011 年）参照。
「」
212




























































































　ナポレオンは、1821 年にセントヘレナ島で死んだが、47 年後の戊辰戦争でも、73 年
後の日清戦争でも、そして 192 年後の今日でも忘れ去られずに、我々の心の中に生きて
いる 17。
付記 シンポジウムでは、多くの方からご質問・ご意見をいただき、大変ありがた
かった。頂戴した課題を果たしていないことをお詫び申し上げる。
13	 岩下哲典『高橋泥舟―高邁なる幕臣』教育評論社、2012 年参照。
14	 明治政府が作ろうとした明治天皇のイメージは武人的天皇であるが、そのイメージの源流はナポレオン
であろうと思われる。これに関しては、拙著『江戸将軍が見た地球』で少し触れたことがある。
15	 片山宏「ジュール・ブリュネと大鳥圭介」片桐一男編『日蘭交流史　その人・物・情報』思文閣出版、
2002 年参照。
16	 澤護『お雇いフランス人の研究』敬愛大学経済文化研究所、1991 年参照。
17	 シンポジウムでは、課題として以下の事を最後に述べた（要旨）。
	 今後は、「ムール獄中上表」を英訳して、ゴロヴニーンの『日本幽囚記』とは別の視角をもった日本研究
資料をヨーロッパやロシアの方々に提供したい。特に日本に帰化を希望したロシア人の事績は、最高に
冷え切った日露両国の外交関係に一筋の光明となろう。なおムールの存在を今に伝える遺物として、ラ
イフル自殺をしたムールのためにゴロヴニーンがペトロパブロフスク・カムチャツキーに建てた墓石
があると言われるが、いまだ誰も確認していない。これもぜひ現地で確認したい。ともかく、「ムール
獄中上表」のもっとも重要な写本が日文研に所蔵されておりそれを日文研が主催する海外シンポジウム、
それもロシアに距離的に近い北欧で紹介できたことは大変ありがたく思う。考えてみるとムールの思い
を 200 年ぶりに紹介できたことになる。本シンポジウム開催に尽力された、長島要一先生、佐野真由子
先生はじめ諸先生方に感謝申し上げる。
